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④ 活動内容 

障害のある方々に、アート（表現）が、自己の持っている能力を最大限に活用で

きる手法と捉え取り組んでいます。社会のスピードについてゆく事だけを、目的と

した団体ではなく、持って生まれた個性に着目することで、自己決定がしやすい場、

「やれば何かが産まれる」ことで「明日が見える」を提供することが、社会とつな

ぐ場として必要と考え、常に「人」が軸を第一義に考えた工房です。 

個人にあった創作環境を重点に考え、たくさんの技法や素材をつかい個人に適し

た表現方法を見いだし、創作活動を行っています。 

 

<活動歴 展覧会等> 

2009 年 兵庫県人権啓発協会主催 片山工房３人展／主催近畿労働金庫 ひとアートまち 作品出展 

2010 年 兵庫県ユニバーサル社会づくりひょうご推進会議会長賞 団体部門 受賞 

2011 年 芦屋市立美術博物館 アートピクニック vol.2 出展 

2012 年 神戸ビエンナーレ 協賛事業 しあわせの村 こころのアート展 作品出展 

2013 年、2014 年 片山工房 作品展 開催（トヨタハートフルプラザ神戸） 

2014 年 厚生労働省「平成 26 年度障害者文化芸術活動支援事業」 施設見学ツアー 片山工房 

2015 年 関西福祉大学 共催 片山工房 作品展 開催（赤穂市立図書館） 

障害者公募作品展ハートでアートこうべ実行委員参加/2007 年、2013 年片山工房主催 作品展開催 兵庫県

立美術館 

ホーム 

ページ 
http://studio.kobe-katayama.com/ 

 

⑤ 今後の活動、方向性 

障害のある方である前に「ひと」の作り上げた「創作物＝自分」を社会に発信し

社会とまじりあうことで、「ひと」の存在価値を高めたいと考えています。 

 

描いたもの「絵」をしっかり維持し、ご本人の明確な意志のもと、公募展や個展、

イベント等に移行することも念頭にいれ、障害福祉サービスが出来るだけ「選択し

やすい」社会的に自由な活用法であることを提示出来るよう活動に関しても、絵と

制度の充実を図りたいと思います。 

 

 

 

① 団体名 NPO 法人 100 年福祉会 

② 連絡先 TEL 078-646-8177 
ﾒｰﾙ 

ｱﾄﾞﾚｽ 

katayama 

@kobe-katayama.com 

③ 活動分野 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

http://studio.kobe-katayama.com/


⑥ 企業へのＰＲ 

 

 

＜ひと言ＰＲ＞ 

思案中にて、恊働したいことがあれば随時書き込みを更新したいです。 

＜提案できること＞ 

思案中 

＜依頼したいこと＞ 

思案中 


